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PKS及びパームトランクの経過措置の検討経緯
 PKS及びパームトランクの持続可能性の確認については、2018年度から調達価格等算定委員会
において議論され、2020年度から第三者認証を求めているところ、当初、経過措置として2022年
3⽉末を確認の期限としていた。第9回WGにおいて、新型コロナ感染拡⼤による影響等も踏まえ、
経過措置の期間を1年間延⻑し、2023年3⽉末を確認の期限とした。

 さらに、第16回WGにおいて、着実に対応を進めている事業者であれば認証を取得できる⾒込み
であること、認証未取得の理由は措置の不適合が原因ではなく、⼿続き上の問題であることを踏ま
え、これ以上の経過措置の延⻑は原則として⾏わないことを前提として、経過措置の期間を再度1
年間延⻑し、2024年3⽉末を確認の期限とした。これらは、調達価格等算定委員会において承
認された。

 本⽇は、上記のこれまでのWGにおける議論等を前提とした上で、PKSの認証取得の状況について
フォローアップを⾏う。

2023年1⽉17⽇ 第83回調達価格等算定委員会 資料1から抜粋

令和５年度以降の調達価格等に関する意⾒
（令和5年2⽉8⽇ 調達価格等算定委員会）から抜粋 1



PKSの認証取得に係るこれまでの対応状況
 PKSの認証取得について、2022年3⽉末時点での業界団体の⾒通しでは、2022年7⽉までに
搾油⼯場の40%程度は監査が完了し、2024年3⽉末頃には、着実に対応を進めている事業者
が概ね認証取得を終える⾒込みであった。

2022年4⽉13⽇ 第15回バイオマス持続可能性WG 資料2から抜粋
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PKSの認証取得に係る現在の対応状況
 2023年7⽉時点での業界団体によるアンケート結果では、原産国サプライヤーの認証取得は順調
に推移している⼀⽅で、搾油⼯場における認証取得が進んでおらず、認証取得は30%程度に留
まるとのことであった。

 引き続き、発電所の安定稼働に向けては、持続可能性の確保を前提に、発電事業者⾃らが燃料
の流通過程などの安定性を確保し、バイオマス燃料の安定調達を図ることが重要。

出典︓⼀般社団法⼈バイオマス発電事業者協会によるアンケート結果

搾油⼯場 原産国
サプライヤー 中間商社 商社

2022年3⽉ 17% 55% 69% 45%

2022年7⽉ 18% 59% 88% 70%

2023年1⽉ 27% 56% 80% 94%

2023年7⽉ 27% 63% 72% 95%

中間商社・商社原産国サプライヤー

PKSの持続可能性に係る認証取得状況

※事業者・事業所数に対する認証取得割合。時期によりアンケート回答数は異なる。
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